
令和 3 年度研修振り返り 

【 低学年 】ブロック 

 

内容 成果 課題 

振り返りの電子化 ・みんなで共有できる。 

・意欲付けになった。 

・時間がかかる。（作業、アプリ

を開く） 

授業スタイルの改善 ・意欲的に学習するようになった。 

・視覚に訴えるので理解がしやすくなっ

た。 

・時間がかかる（ノートを中心に

行ったため） 

・タブレットで入力するのではな

く、自分で書いたり線を引いたり

が低学年では重要なことだと考え

るので、ノートははずせない。 

ICT 活用 

学びの系統表 

・指導の道筋が分かりやすかった。（ICT 活

用） 

・学びの系統表については、今後

も利用するのならば、来年度、全

学年で見直し検討をしたほうが良

い。 

 



令和 3 年度研修振り返り 

【  中学年  】ブロック 

 

内容 成果 課題 

振り返りの電子化 ・図工の作品でこだわったところやがんばっ

たところを撮影し、振り返りをすることがで

きた。 

・理科では、予想カードを色分けしたり、そ

の後に振り返りカードを作らせたりした。 

・マット運動や跳び箱、縄跳びの運動を録画

することで自分の動きを振り返らせること

ができた。 

・国語の学習で振り返りの電子化

をすることは少なかった。 

授業スタイルの改善 ・あらかじめ課題をもって次時の授業にの

ぞんだ時は、話し合いや解決実験などに時

間を費やせた。 

・どの児童にもより理解しやすいように学

んだ内容を掲示物として残し、それを見な

がら児童が主体的に学べる環境づくりをし

た。 

・持ち帰らせて調べ学習ができれ

ば、授業の時間をもっと使える。 

・タブレット端末を家に持ち帰ら

せて調べ学習をさせたい。それを

もとに授業を進めたい。 

ICT 活用 

学びの系統表 

・学びの系統表に従って指導することがで

きた。 

・地球温暖化防止の発表や都道府県の調べ

学習等で十分に ICT を活用することができ

た。 

・拡大することでどの児童にも理解しやす

い。 

・教材共有も楽。理科の実験などを録画す

ることで何度も振り返りに使うことができ

た。 

・プレゼンのような発表も繰り返し作り直

すことで見やすく伝えやすい資料も作成で

きた。 

主語と述語に気を付けながら読む

ことができない児童がいる。 

・ICT の活用を目的とすると各教

科の授業の本質を見失ってしま

う。ICT はあくまでも手段である

ことを認識するべきである。 

・3 年生はどうしてもパソコン教

室のように PCの使い方とローマ

字打ちなどの練習は必須だった。 

 

 

 



令和 3 年度研修振り返り 

【 高学年 】ブロック 

 

内容 成果 課題 

振り返りの電子化 ・各教科で取り組んでみたが、訂正しやす

いので、児童も教師もやりやすい。 

・振り返りの書き方(型)の提示によって、意

味ある文章になった。文づくりの苦手な子

には特に良い。 

・振り返った内容を次の授業で共有しやす

かった。 

・振り返りカードをつなげて提出していく

と、これまでの内容が分かり、復習にな

る。 

・算数は、図形単元以外では振り

返りのためだけに PC を開くこと

が多くなり、使いにくい。 

・体育の記録で使いたい動画は、

カメラの性能が低く、使いにく

い。運動場では wi-fi がつながら

ないので使いにくい。 

・ロイロノートのカードが増えて

きた時のまとめ方は指導する必要

がある。 

授業スタイルの改善 ・授業時間だけで考えるのが難しい子に

は、家でやってくるのはよかった。 

・一人一台でマイク付きイヤホンがある

と、できることが広がる。（声での振り返

り、各自で動画検索と動画視聴、音読の確

認など） 

・興味関心ある子とない子の差が

あり、やってくる内容にも差がで

きる。 

・下位の子は何をしたらいいのか

分からない。 

ICT 活用 

学びの系統表 

・ICT の活用で、表現・コミュニケーショ

ンは、ICT を使わない時と比べてよくでき

た。 

・表の内容をじっくり取り組むこ

とができなかった。PCの使い方

を覚えることに一生懸命だった。 

 



令和 3 年度研修振り返り 

【 特別支援 】ブロック 

 

内容 成果 課題 

振り返りの電子化 ・学習のあしあとを残すことができ、成長

が分かる。 

特別支援では、個別指導なので他

の児童との共有は難しかった。同

じめあての時には、交流学級の児

童と共有できるとよい。 

授業スタイルの改善 ・学習のまとめをロイロノートでまとめる

ことで、書くことが苦手な児童も取り組み

やすかった。 

・作文指導では有効だった。（作文用紙に直

接では難しい児童も、取り組みやすい。） 

・児童の実態に合わせて、ICT や紙媒体を

選ぶことができた。 

・児童の実態に合わせて教師も

ICT を活用できるよう研修をする

必要がある。 

ICT 活用 

学びの系統表 

・学年ごとに、どのような力を身に付ける

とよいのかが分かりやすい。 

 

 



来年度の研修について 

 

・研究の方向性 

 →今年度の流れを継続 

ICT を活用し「個別最適な学び」を充実させる 

・研修体制 

  変更なし 

・内容 

① 「個別最適な学び」をめざした実践 

② e ライブラリの活用 

③ やまぐちっ子学習プリント（デジタル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（案）令和４年度 琴芝っ子 授業改善計画 
     

 

 

 

                      

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Do ①ICT を効果的に活用した 

授業実践 

  ②新しい授業スタイルの実践 

○ 各ブロックを基盤とした授業研究（全体、ユ

ニット型） 

・ ICT を利用した授業のまとめ・振り返り 

・ ICT 活用実践方法の記録整理 

・ 研究協議における授業の成果と課題の発掘 

・ ICT 機器活用のミニ研修会 

○ 新しい授業スタイルでの授業実践 

・ 振り返りフォームの実践、研究 
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Check①授業の実際から学び、 

省察・改善に連関する授業評価 

    

○ 情報活用能力に関する児童の評価 
○ 授業者による授業の考察 
○ 参観者による授業観察 
○ 児童の学びの実際からの省察 
・ 学習ノート・ワークシート等 
・ 授業記録ビデオ・写真 
○ 研究協議会における授業の省察 

Plan ①ICT を活用し、「主体的、

対話的で深い学び」の実

現を目指した授業の構想 

○ 目指す児童像の共有 

〇 ICT 機器の活用（振り返りの電子化） 

○ 授業スタイルの改善 

 

Action ①評価に基づく授業改善 

     

○ 課題の明確化と改善策の検討 

・ 研究推進委員会  

・ 研究協議会 

・ 講師による指導助言 

・ 児童の実態 

○ 振り返りフォームの更新 

 

 

一人一台端末の ICT を 

  活用した授業づくり 

～「個別最適な学び」を   

実現するために～ 



 


